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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

と
ん
ど
祭
り

日

時

１
月
10
日
（
日
）

９
時
～
11
時

場

所

中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

お
正
月
に
飾
ら
れ
た
、
し
め
縄
や
松

飾
り
な
ど
を
焼
く
こ
と
で
、
出
迎
え
た

歳
神
を
炎
と
共
に
見
送
る
意
味
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
と
ん
ど
（
９
時
点
火
）
を

実
施
し
ま
す
。

（
だ
い
だ
い
等
は
外
し
て
く
だ
さ
い
。

書
初
め
な
ど
の
紙
類
は
燃
や
せ
ま
せ
ん
）

今
年
は
、
お
神
酒

と
ぜ
ん
ざ
い
の
お
も

て
な
し
は
あ
り
ま
せ

ん
。

同
時
開
催
し
て
い
た

じ
て
ん
し
ゃ
（
昔
遊

び
）
は
中
止
し
ま
す
。

＊
マ
ス
ク
着
用

＊
三
密
は
避
け
る

防
災
資
機
材
展
示
会自

主
防
災
会

毎
年
「
と
ん
ど
祭
り
」
と
併
催
し
て

い
る
「
自
主
防
災
訓
練
」
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の
た
め
形
を
変
え
、
防
災

会
が
保
有
し
て
い
る
「
防
災
資
機
材
」

と
川
西
市
危
機
管
理
課
の
「
避
難
所
で

使
用
す
る
資
材
」
の
展
示
と
し
ま
す
。

「
と
ん
ど
祭
り
」
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識
の
向
上
・

啓
発
に
な
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。

班
長
会
報
告

例
年
、
10
月
に
開
催
の
「
班
長
会
」

は
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
「
資
料

確
認
」
で
行
い
、
班
長
会
構
成
員
数
２

９
８
名
の
内
、
確
認
数
が
２
５
７
通(

86
・

２
％)

で
過
半
数
を
超
え
た
の
で
成
立
し

ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
も
中
止
と
な
り
、
併

せ
て
確
認
書
で
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お

願
い
し
多
く
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
の
回
答
を
添
え
て
別
紙
挿
み

込
み
し
ま
す
。

年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
中
止

安
全
部

例
年
、
年
末
２
日
間
清
和
台
内
を
５

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
中
止
し
ま
す
。

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
火
災
予
防
・

空
き
巣
予
防
を
心
掛
け
て
、
新
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

３
自
治
会
情
報
交
換
会

11
月
22
日
、
多
田
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

自
治
会
６
名
と
大
和
自
治
会
６
名
を
迎

え
、
第
２
自
治
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
自
治
会
か
ら
会
長
、
副
会
長
３
名
、

会
計
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
題
は

①
公
立
幼
稚
園
の
存
続
問
題

清
和
台
で
は
署
名
運
動
実
施
中

②
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

清
和
台
で
は
、
11
月
セ
ミ
ナ
ー
実
施

（
福
祉
部
会
に
て
）

③
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
応
と
今
後
の
対

策
④
川
西
市
民
病
院
跡
地
問
題

そ
の
他
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
バ
ス
や

様
々
な
事
項
を
話
し
合
い
、
非
常
に
有

意
義
な
交
換
会
で
し
た
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

◎

自
治
会
事
務
局
休
館
案
内

12
月
29
日(

火)

～
１
月
４
日(

月)

お

知

ら

せ



役
員
会
だ
よ
り
（
４
２
６
号
）

開
催

10
月
18
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
「
班
長
会
」
は
書
面
開
催
と
す
る

・
下
半
期
自
治
会
費
集
金
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
実
施

・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

集
合
住
宅
は
ミ
ニ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、

戸
建
住
宅
地
は
周
辺
清
掃
呼
掛
け

・
12
月
福
祉
も
ち
つ
き
大
会
中
止

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会
、
11
月
22
日

清
和
台
で
開
催
（
１
面
参
照
）

・
周
回
道
路
街
路
樹
の
剪
定
、
伐
採

（
回
覧
参
照
）

・
県
道
東
側
の
電
柱
立
て
替
え

・
市
立
清
和
台
幼
稚
園
の
存
続
問
題

・
現
市
民
病
院
跡
地
の
活
用
問
題

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
９
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
会
場
設

営
、
片
付
け
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
３
０
２

号
、
３
０
３
号
発
行
。
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

・
11
月
号
は
休
刊

（
環
境
部
）

・
公
園
管
理

公
園
の
照
明
、
ベ
ン
チ
、

樹
木
を
点
検
、
不
具
合
あ
れ
ば
市
へ

修
繕
依
頼

・
資
源
回
収
事
業

９
月
度

37
・
８
ト
ン
（
前
年
比
68
％
）

お
礼
の
ゴ
ミ
袋

11
月
配
布
予
定

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
９
月
度
慶
弔
関
係

お
悔
み

３
件

・
敬
老
の
お
祝
い

お
届
け

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

実
施
準
備
中

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
、
幟
点
検

異
常
な
し

・
人
形
劇
公
演
は
中
止

（
体
育
部
）
特
に
な
し

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

人
身
事
故

車
と
歩
行
者

１
件

・
防
犯
カ
メ
ラ
５
号
基

修
理
完
了

８
号
基
不
調

業
者
連
絡
様
子
見

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館
点
検
実
施

役
員
会
だ
よ
り
（
４
２
７
号
）

開
催

11
月
15
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
書
面
開
催
の
「
班
長
会
」

（
１
面
・
挿
み
こ
み
参
照
）

・
年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
、
中
止

・
市
立
清
和
台
幼
稚
園
の
存
続
問
題

→

署
名
運
動
実
施

・
「
友
楽
園
」
は
、
当
分
の
間
、
閉
館

・
空
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
・
茶
話
会
開
催

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会

（
１
面
参
照
）

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
10
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
会
場
設

営
、
片
付
け
、
議
事
録
作
成

・
班
長
会
資
料
印
刷
、
折
込
み

（
広
報
部
）

・
班
長
会
資
料
、
11
月
上
旬
配
布

（
環
境
部
）

・
公
園
点
検
管
理

→

不
都
合
箇
所
、

市
に
修
繕
依
頼

・
資
源
回
収
事
業

10
月
度

37
ト
ン
（
前
年
比
84
％
）

・
東
１

市
有
地
樹
木
剪
定
依
頼

→

市
現
地
調
査

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
10
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件
、
新
生
児
誕
生

１
件
、

お
悔
み

５
件

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

２
、
４
９
３
件

７
９
２
、
４
８
６
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
、
幟
点
検

異
常
な
し

・
来
年
３
月
予
定
の
落
語
会

中
止

（
体
育
部
）
特
に
な
し

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

特
に
な
し

・
防
犯
カ
メ
ラ
２
号
基(

第
２
自)

故
障

→

修
理
完
了

・
下
大
畑
公
園
付
近
の
道
路
、
倒
木

撤
去
済

散
歩
の
際
、
要
注
意

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館
点
検
実
施

第
４

駐
車
場
コ
ー
ン
損
壊

防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
の
貼
紙
掲
示

・
消
防
設
備
、
空
調
設
備
の
点
検
依
頼

せいわだいにゅ～す 令和２年１２月１３日（２）

新
入
会
員

11
月
度

(

敬
称
略)

後
藤

耕
太

東
２

伊
藤

栄

東
２

福
田

寛
樹

東
２



「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

清
和
台
中
学
校

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

形
を
変
え
て
実
施
し
た
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
。
今
年
度
は
虫
生
川
周
辺

の
自
然
を
守
る
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

虫
生
川
の
環
境
整
備
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

剪
定
ば
さ
み
や
の
こ
ぎ
り
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
装
着
し
10
分
ほ
ど
か
け
て

作
業
場
へ
移
動
。
木
の
伐
採
の
補
助
、

枝
の
剪
定
、
落
ち
葉
や
木
く
ず
の
掃

除
、
危
険
な
箇
所
へ
の
単
管
で
の
柵

づ
く
り
、
立
て
看
板
の
設
置
な
ど
様
々

な
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
小
さ
な
仕
事
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
山
や
木
々
が
整
備
さ

れ
美
し
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

80
分
ほ
ど
の
活
動
で
し
た
が
、
子

ど
も
達
は
集
中
し
笑
顔
を
交
え
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
整
備
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

献
血
の
お
礼

11
月
１
日
に
ト
ナ
リ
エ
清
和
台
に

て
実
施
し
ま
し
た
結
果
を
左
記
の
通

り
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
者
数

75
名

２
０
０
㎖

7
名

４
０
０
㎖

56
名

（３） せいわだいにゅ～す 令和２年１２月１３日

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」
を

ご
存
知
で
す
か

相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」
は
平

成
16
年
に
地
域
福
祉
の
拠
点
と

し
て
開
設
さ
れ
、
今
年
で
17
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

「
こ
こ
ろ
」
の
場
所
や
相
談
出

来
る
事
柄
な
ど
を
ご
存
知
な
い

方
が
居
ら
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、

今
回
、
説
明
資
料
を
挟
み
込
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

の
ご
案
内

ト
ナ
リ
エ
２
階
「
天
使
と
小
さ
な

悪
魔
の
カ
フ
ェ
」
で
開
催
し
ま
す
。

12
月
は
お
休
み
と
し
ま
す

次
回
は

１
月
27
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

『
ホ
ッ
』
と
ひ
と
休
み
に
お
好
き
な

時
間
に
来
て
、
お
好
き
な
時
間
に
お

帰
り
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

ト
ナ
リ
エ
清
和
台

７
９
９
‐
０
２
０
１

福
祉
部
会７

９
９
‐
２
９
４
０

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お悔やみ （敬称略）

川端 幸榮 西１

片山 忠次 東１

杉山 元博 西４

岩井 まつゑ 西１

谷村 剛 東４

生住 徳枝 東２

臼井 弘美 西２

金井 正一郎 東２



対

用 接

内 外

件

せいわだいにゅ～す 令和２年１２月１３日（４）

→の方向に読むと二字熟語がで

きるよう□に共通の漢字を入れま

しょう。

難読漢字のしりとりです。

①

羊歯→山車→師走→数寄屋→火傷

②

行火→案山子→竹刀→音呼→東風

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
発
生
、
今
第
３
波
と
い
わ
れ
る
感
染

拡
大
で
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
恒
例
の
行
事
は
全
て
中
止
に
な
り
、

人
の
移
動
制
限
と
い
う
か
っ
て
無
い
日

常
を
強
い
ら
れ
、
戸
惑
う
日
々
を
過
ご

し
た
1
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

熊
本
県
人
吉
市
の
豪
雨
に
よ
る
球
磨

川
の
氾
濫
で
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

も
ま
ま
な
ら
ず
、
復
旧
に
は
ま
だ
か
か

り
そ
う
で
す
。

台
風
は
１
度
も
上
陸
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
年
々
巨
大
化
し
接
近
す
る
だ

け
で
、
各
地
に
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

宮
崎
県
沖
に
浮
ぶ
『
大
島
』
周
辺
で
は

台
風
の
速
度
が
遅
か
っ
た
た
め
、
長
時

間
強
い
波
に
さ
ら
さ
れ
、
サ
ン
ゴ
が
広

範
囲
に
壊
れ
て
い
た
と
ニ
ュ
ー
ス
で
聞

き
、
見
え
な
い
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

来
年
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
？

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
す
が
感
染
防
止
対
策
に
知
恵
を
出

し
、
是
非
と
も
日
本
選
手
の
活
躍
が
見

た
い
も
の
で
す
。

１
日
も
早
く
当
た
り
前
の
日
常
を
取

り
戻
す
た
め
、
「
手
洗
い
、
マ
ス
ク
、

換
気
、
３
密
を
避
け
る
」
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

来
年
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

六

赤
松
小
学
校

香
川
県
相
生
村

香
川
県
の
東
の
端
、
徳
島
県
・
鳴

門
市
と
接
し
て
い
る
県
境
の
相
生
村

で
す
。
東
に
は
小
島
が
２
つ
浮
か
ん

で
い
る
海
が
あ
り
、
朝
日
が
昇
っ
て

く
る
。
南
と
西
に
は
標
高
３
０
０
～

５
０
０
ｍ
程
の
山
が
あ
り
、
山
裾
に

は
必
ず
灌
漑
用
の
た
め
池
が
あ
り
ま

す
。Ｊ

Ｒ
は
高

徳
線
の
相
生

駅
で
２
時
間

に
1
本
位
停

車
す
る
小
さ

な
村
で
、
私

の
少
年
時
代

は
蒸
気
機
関
車
で
徳
島
へ
行
く
の
に

大
坂
山
の
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
て
行
く

の
に
馬
力
が
足
り
ず
途
中
で
引
き
か

え
し
て
き
て
、
い
っ
ぱ
い
石
炭
を
炊

い
て
再
度
出
発
し
て
い
た
の
を
何
回

も
見
ま
し
た
。

こ
の
村
で
有
名
な
人
は
東
京
大
学

総
長
を
し
て
い
た
南
原
繁
と
歌
手
の

笠
置
シ
ヅ
子
と
聞
か
さ
れ
て
育
ち
ま

し
た
。
こ
の
村
が
町
村
合
併
で
引
田

町
と
な
り
、
今
は
東
か
が
わ
市
と
な
っ

て
い
る
。
引
田
町
は
日
本
で

初
に

魚
（
は
ま
ち
）
の
養
殖
を
始
め
た
と

こ
ろ
〈
安
戸
池
〉
と
し
て
有
名
で
、

昭
和
天
皇
も
見
学
に
来
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

小
さ
い
頃
の
夏
休
み
は
、
午
前
は

海
に
行
き
、
そ
の
当
時
は
毎
日
大
漁

旗
を
上
げ
た
船
が
帰
っ
て
き
て
広
い

浜
辺
は
一
面
煮
干
し
を
干
し
て
お
り
、

そ
の
中
の
タ
コ
や
イ
カ
の
子
を
食
べ

な
が
ら
泳
ぎ
、
午
後
は
塩
ぬ
き
と
言
っ

て
、
池
に
行
き
カ
ラ
ス
貝
（
黒
い
二

枚
貝
で
大
き
い
も
の
は
20
㎝
位
に
な

る
。
）
を
採
っ
た
り
し
て
遊
ん
だ
も

の
で
す
。
で
も
、
甥
の
世
代
で
は
池

は
遊
泳
禁
止
と
さ
れ
て
、
夏
に
そ
の

池
に
行
く
と
誰
も
採
ら
な
い
の
で
た

く
さ
ん
の
貝
が
す
ぐ
採
れ
ま
し
た
。

昨
今
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
農
家

は
後
継
者
不
足
で
困
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
い
つ
帰
っ
て
も
故
郷
は
昔

と
変
わ
ら
ず
懐
か
し
い
場
所
で
す
。

西
２

松
村

晴
希

私

の

故

郷

ちょっとブレーク年
末
の
ご
挨
拶

編
集
委
員
一
同


